
検討事項について（案）

１．はじめに

（１）水生生物の保全に係る環境管理施策の必要性

　・環境基準等の必要性に係る国内外の指摘

（２）これまでの検討状況

　・水生生物保全水質検討会等

（３）化学物質の水生生物への影響

　・室内実験結果

　・水質汚濁等による漁業被害状況

　・水生生物生息状況調査結果　　　　等

２．水生生物の保全に係る環境基準等の考え方

（１）生活環境項目としての水生生物保全

（２）集団としての水生生物の保全

（３）対象物質

（４）基準値等設定の考え方

（５）類型あてはめの考え方

３．個別項目ごとの検討結果

（１）環境基準項目

　・基準値、検出状況

（（２）要監視項目）

　・指針値、検出状況

（３）その他

４．基準項目等の測定法

５．基準項目（及び要監視項目）に係るモニタリング等

（１）モニタリング

（２）評価

（３）環境管理の考え方

６．今後の課題
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